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年齢 ：40代

性別 ：女性

臨床所見：胸部圧迫感、動悸により前医受診

CTで8㎝大の縦隔腫瘤を指摘され当院紹介受診

既往歴 ：特記事項なし

採取部位：上縦隔から中縦隔の気管前から右側の腫瘤

採取方法：EBUS-TBNA

染色法 ：迅速shorr染色



【CT検査】

所見
上縦隔から中縦隔の気管前から右側にかけて８㎝程度の腫瘤
を認める。境界は明瞭、内部はやや不均一で少し高吸収な成
分や小さな石灰化を伴う。甲状腺とは広く接しているが境界
はほぼ明瞭。気管と広く接し食道とも一部で接している。



【MRI検査】

所見
上縦隔から中縦隔の気管前から右側にかけて既知の腫瘤を認
める。気管と広く接して、気管は左へ圧排されている。
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選択肢

１．胸腺腫

２．胸腺癌

３．悪性リンパ腫

４．縦隔甲状腺腫

５．転移性腫瘍（肺小細胞癌）


